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周
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幻
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水

野

裕

史

は
じ
め
に

一
、
雪
村
研
究
の
問
題
点

二
、
景
初
周
随
と
臨
済
宗
幻
住
派

三
、
大
蟲
宗
岑
と
相
鑑
斎

お
わ
り
に

は
じ
め
に

十
六
世
紀
の
東
国
に
生
き
た
雪
村
周
継
の
生
涯
は
、
謎
に
満
ち
て
い
る
。
生
誕
年
や
没

年
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
同
時
代
の
文
献
史
料
に
も
そ
の
名
が
登
場
し
な
い
。
そ

の
一
方
で
、
数
多
く
の
作
品
を
残
し
、
そ
の
様
式
に
追
随
し
た
も
の
も
多
く
、
刺
激
を
受

け
た
絵
師
の
数
は
相
当
数
に
上
る
）
1
（

。
衛
藤
駿
氏
が
「
個
性
的
大
画
家
」
と
評
す
る
よ
う
に
、

「
自
画
像
」（
大
和
文
華
館
蔵
）（
図
版
一
）
の
よ
う
な
同
時
代
の
水
墨
画
と
比
較
し
て
も
、

奇
抜
で
多
様
な
筆
法
を
駆
使
し
た
作
品
が
伝
存
し
て
い
る
）
2
（

。
客
観
的
な
文
字
資
料
の
不
在

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
個
性
的
な
作
品
を
残
し
た
点
が
、
雪
村
の
魅
力
で
あ
る
と
同

時
に
、
最
大
の
謎
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
雪
村
の
謎
を
解
明
す
る
べ
く
、
多
く
の
人

が
資
料
を
博
捜
し
、
解
釈
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
言
え
ば
、
近
年
、
江
戸
時
代
後

期
の
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
た
『
説
門
弟
資
云
』
は
、
そ
の
喧
伝
に
関
わ
っ
た
谷

文
晁
や
酒
井
抱
一
ら
が
雪
村
の
謎
に
迫
っ
た
一
つ
の
研
究
成
果
と
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
）
3
（

。
付
け
加
え
れ
ば
、
雪
村
の
情
報
は
江
戸
時
代
初
期
に
も
す
で
に
情
報
が
錯
綜
し
て

お
り
、『
丹
青
若
木
集
』
や
『
本
朝
画
史
』
に
も
、
雪
村
の
生
誕
地
は
、
奥
州
や
常
陸
と

異
な
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
か
ら
、
江
戸
時
代
初
期
の
狩
野
派
も
、

雪
村
の
伝
歴
を
追
跡
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
4
（

。
今
日
の
研
究
で
は
、福
井
利
吉
郎
氏
、

赤
澤
英
二
氏
、
小
川
知
二
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
雪
村
研
究
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
伝

歴
が
整
理
さ
れ
、
作
品
の
制
作
年
か
ら
制
作
地
ま
で
比
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
十
五
世
紀

末
に
常
陸
国
佐
竹
氏
の
一
族
と
し
て
生
ま
れ
、
八
十
六
歳
前
後
で
没
し
た
こ
と
が
確
実
視

さ
れ
て
い
る
。

雪
村
は
、
伝
存
す
る
作
品
と
江
戸
時
代
の
画
伝
類
の
記
述
か
ら
、
常
陸
か
ら
奥
州
、
小

田
原
、
鎌
倉
、
三
春
な
ど
を
転
々
と
移
動
し
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
た
だ
し
、

こ
の
遊
歴
の
前
後
関
係
が
曖
昧
と
し
て
い
る
。
雪
村
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
福
井
利

吉
郎
氏
が
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
提
出
さ
れ
た
「
雪
村
新
論
」
に
て
、「
此
の
画

家
の
経
歴
は
研
究
す
る
に
随
つ
て
弥
々
雪
舟
の
時
代
を
離
れ
、
又
京
畿
及
び
関
東
の
地
を

遠
ざ
か
る
に
拘
ら
ず
、
却
て
其
の
辺
陲
の
地
、
乱
離
の
時
、
真
に
此
の
画
人
の
生
る
可
き

理
由
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
之
れ
第
一
の
問
題
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
雪
村

の
遊
歴
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
）
5
（

。
こ
の
遍
歴
の
背
景
と
し
て
、
最
も
合
理
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表1 関連略年表

*雪村の生誕年については、福井利吉郎氏の永正元年（1504）説、赤澤英二氏の明応元年（1492）説、時代に幅を持たせた小川知二氏
の延徳年間（1489-92）以降説がある。本稿では、小川知二氏の見解に従う。
* 小川知二『常陸時代の雪村』（中央公論美術出版、2004 年、253-257 頁）を参考に略年表を作成した。
* 詳細な年表は、上記の小川知二氏著書、展覧会図録『雪村―奇想の誕生』（東京藝術大学大学美術館、2017 年）を参照のこと。

和暦 西暦 雪村事項 関連事項 雪村の主な作品

延徳年間 1489-92 延徳年間以降に雪村生誕

「瀧見観音図」
「葛花、竹に蟹図」
「束帯天神図」
「月夜独釣図」

「夏冬山水図」
「風濤図」

永正年間 1504-21 この頃、正宗寺に入寺
永正 3年 1506 耕山寺で性安に学び、同寺で団扇絵を描く〔絵

画叢誌〕
この頃、雪舟等楊没

天文 5年 1536 景初周随、円覚寺住持を辞す
この頃、景初周随、茨城・正宗寺や結城・
華蔵寺などを訪問〔忍斎楽水道人口号〕

天文 11 年 1542 弟子のために『説門弟資云』を著す〔文晁画談な
ど〕

天文 12 年 1543 会津黒川城、修築完成
天文 14 年 1545 佐竹義篤没
天文 15 年 1546 この年までに常陸を出発し、会津に向かう

5月、会津で蘆名盛氏に「画軸卷舒法」を授ける
〔丹青若木集〕
6月、鹿沼の今宮神社に神馬図を奉納〔画学叢書〕

「琴高仙人・群仙図」
「龍虎図屛風」
「以天宗清像」

天文 18 年 1549 小田原の早雲寺にて以天宗清に修禅
天文 19 年 1550 この年までに、佐野・足利をまわり、小田原・

鎌倉を訪問
以天宗清、「以天宗清像」に賛をする

天文 21 年 1552 牧松筆「山水図」に景初周随、着賛
天文 22 年 1553 景初周随、布袋図に着賛〔忍斎楽水道人口号〕
天文 23 年 1554 以天宗清没

7月、甲相駿三国同盟
景初周随、伝祥啓筆「渡唐天神図」に着賛

天文 24 年 1555 景初周随、「叭々鳥図」に賛をする 「叭々鳥図」
弘治 2年 1556 正宗寺第 21 世の晨初周瞳没
弘治 3年 1557 この年までに景初周随賛「蕪図」を制作

小田原・鎌倉を離れ、鹿島神宮に「百馬図帖」
を奉納し、奥州に向かう

景初周随没
「百馬図帖」

永禄 2年 1559 北条氏政が帰依した僧と伝わる〔扶桑名公画譜〕北条氏政、氏康より家督を譲られる
永禄 3年 1560 この年までに大室宗碩賛「山水図」制作 北条氏政、足利学校に宋版『文選』を寄進

大室宗碩没
「鷹山水図屛風」
「呂洞賓図」
「寒山拾得図」

永禄 4年 1561 上杉謙信、関東に出陣
永禄 6年 1563 「倣牧谿瀟湘八景図巻」を進上 「蝦蟇鉄拐図」

「蔬果図」永禄 7年 1564 「倣玉澗瀟湘八景図巻」を進上
永禄 10 年 1567 大蟲宗岑、相鑑斎と会津で会う〔大蟲岑和

尚語録〕
永禄 11 年 1568 3 月、鵜浦入道（蘆名盛氏の家臣）の元に武

田信玄から「絵一対布袋和尚筆」到来〔戦国
遺文武田氏編第 2巻〕

元亀 3年 1572 常陸に赴く〔画乗要略〕 京に滞在していた正宗寺23世籌叔顕良に、
策彦周良・月航玄津らが餞の詩を賦す。
〔仁如集堯『鏤氷集』など〕

「金山寺図屛風」
「自画像」

「瀟湘八景図屛風」
「孔子観欹器図」

天正元年 1573 三春に住む〔雪村庵扁額〕
天正 5年 1577 これ以降に没す
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し
て
は
、
赤
澤
英
二
氏
は
、
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
の
会
津
黒
川
城
の
再
建
の
た
め
に

招
聘
さ
れ
た
と
す
る
）
12
（

。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
狩
野
一
渓
『
丹
青
若
木
集
』（
慶

安
か
ら
承
応
年
間
（
一
六
四
八
―
五
五
）
頃
）
に
は
、「
會
津
之
城
主
葦
名
守
氏
授
畫
軸
卷

舒
法
、
有
一
軸
、
此
奥
書
爲
天
文
十
五
年
五
月
日
」
と
あ
り
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）

に
は
、
会
津
の
地
に
滞
在
し
、
会
津
黒
川
城
主
蘆
名
盛
氏
に
「
畫
軸
卷
舒
法
」
を
奉
進
し

て
い
る
）
13
（

。

会
津
に
は
、
雪
村
の
足
跡
が
多
く
残
る
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
完
成
し
た
『
新

編
会
津
風
土
記
』
巻
一
七
に
は
、
蘆
名
氏
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
金
剛
寺
の
寺
宝
と
し
て
、

「
遊
魚
図
一
幅
」、「
鍾
馗
像
一
幅
」、「
山
水
屛
風
一
双
」
が
記
さ
れ
て
い
る
）
14
（

。
こ
の
う
ち

「
山
水
屛
風
」
は
、
現
存
す
る
「
瀟
湘
八
景
図
屛
風
」（
金
剛
寺
蔵
）
と
見
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
『
新
編
会
津
風
土
記
』
の
興
徳
寺
の
項
目
に
は
、「
布
袋
画

一
幅

雪
村
筆
」

と
あ
る
）
15
（

。
興
徳
寺
は
、
鎌
倉
時
代
の
蘆
名
盛
宗
が
大
檀
越
と
な
っ
た
寺
院
で
、
渡
来
僧
の

鏡
堂
覚
円
（
一
二
四
四
―
一
三
〇
六
）
開
山
に
よ
る
名
刹
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

次
に
雪
村
は
、会
津
か
ら
小
田
原
と
鎌
倉
へ
向
か
う
。
こ
の
移
動
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

判
然
と
し
な
い
。
臨
済
宗
夢
窓
派
に
属
し
て
い
る
雪
村
は
、
入
寺
し
た
正
宗
寺
が
円
覚
寺

派
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
縁
故
を
た
ど
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
十
三

年
（
一
七
〇
〇
）
成
立
の
浅
井
不
旧
『
扶
桑
名
公
画
譜
』
に
「
蓋
聞
北
條
氏
政
之
歸
依
僧

也
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、雪
村
は
小
田
原
や
鎌
倉
に
滞
在
し
た
）
16
（

。
天
文
十
九
年
（
一

五
五
〇
）
に
、
こ
の
地
で
雪
村
は
、
以
天
宗
清
の
頂
相
「
以
天
宗
清
像
」（
京
都
・
龍
泉
庵

蔵
）
を
描
い
て
い
る
。
以
天
宗
清
は
、
北
条
早
雲
の
子
で
あ
る
氏
綱
に
よ
っ
て
箱
根
湯
本

に
建
て
ら
れ
た
早
雲
寺
の
開
山
と
し
て
京
か
ら
招
か
れ
た
禅
僧
で
あ
り
、
幻
住
派
の
流
れ

を
汲
ん
で
い
る
）
17
（

。
早
雲
寺
第
二
世
の
大
室
宗
碩
の
着
賛
に
よ
る
玉
澗
様
の「
山
水
図
」（
個

人
蔵
）
も
こ
の
頃
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
雪
村
は
、
常
陸
に
戻
り
、
会
津
や
三
春
を
転
々
と
し
、
晩
年
は
三
春
を
拠
点

に
活
動
す
る
。
こ
の
間
に
雪
村
は
、
足
利
学
校
に
も
寄
っ
た
ら
し
い
）
18
（

。「
孔
子
観
欹
器
図
」

（
大
和
文
華
館
蔵
）
は
、
儒
教
の
祖
で
あ
る
孔
子
の
事
績
を
主
題
と
し
た
も
の
で
、
雪
村
が

儒
学
を
講
じ
る
学
校
で
あ
っ
た
足
利
学
校
と
何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
と
し
て
も
首
肯
で

き
る
。
加
え
て
、
近
年
の
研
究
で
、
正
宗
寺
は
中
世
関
東
に
お
け
る
儒
学
研
究
の
拠
点
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
）
19
（

。
雪
村
は
正
宗
寺
で
儒
学
を
修
め
、
そ
れ
が

縁
と
な
っ
て
本
図
が
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

七
十
六
歳
以
前
の
作
と
考
え
ら
れ
る
雪
村
筆
「
渡
唐
天
神
図
」（
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
）

に
着
賛
し
た
策
彦
周
良
と
の
関
連
は
、
正
宗
寺
の
第
二
十
二
世
で
あ
る
籌
淑
顕
良
が
関
与

し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
20
（

。
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
籌
淑
顕
良
は
、
弟
子
の
騰
叔
玄
茂
と

と
も
に
京
か
ら
常
陸
に
帰
る
際
に
策
彦
や
月
航
玄
津
（
？
―
一
五
八
六
）
ら
の
餞
と
し
て

賦
さ
れ
た
詩
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
）
21
（

。
雪
村
画
に
お
け
る
策
彦
の
着
賛
に
は
、
籌
淑
が
関
与

し
て
い
た
と
の
先
学
の
指
摘
は
納
得
で
き
る
。
な
お
、
小
川
氏
は
、
常
陸
の
禅
源
寺
や
会

津
の
興
徳
寺
な
ど
に
住
持
し
た
月
航
玄
津
の
記
録
か
ら
雪
村
の
足
跡
を
た
ど
る
必
要
性
を

投
げ
か
け
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
月
航
の
史
料
か
ら
は
雪
村
に
関
す
る
記
述
を
見

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
）
22
（

。

雪
村
遊
歴
の
背
景
と
し
て
も
、
最
も
説
得
力
を
持
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
は
、
臨
済

宗
幻
住
派
と
の
縁
故
で
あ
る
。
臨
済
宗
幻
住
派
と
は
、
中
国
臨
済
宗
の
中
峰
明
本
（
一
二

六
三
―
一
三
二
三
）
の
法
統
で
、
中
峰
明
本
が
庵
居
し
た
室
名
を
幻
住
庵
と
し
た
こ
と
か

ら
、
幻
住
派
と
呼
ば
れ
る
）
23
（

。
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
日
本
に
伝
来
し
、
復
庵
宗
己
や
大
拙
祖

能
等
の
禅
僧
が
中
峰
明
本
に
参
禅
し
た
。
鎌
倉
や
京
都
の
官
僚
的
な
性
格
を
持
つ
禅
宗

（
叢
林
）
と
比
較
し
て
、
林
下
に
属
し
、
隠
遁
的
な
性
格
を
持
つ
門
派
で
あ
っ
た
。
博
多

の
聖
福
寺
や
丹
波
の
高
源
寺
を
拠
点
に
活
動
し
、
や
が
て
十
六
世
紀
に
関
東
に
も
勢
力
を

拡
大
し
た
）
24
（

。
関
東
圏
で
は
、
復
庵
宗
己
（
一
二
八
〇
―
一
三
五
八
）
を
開
山
と
す
る
大
雄

山
法
雲
寺
（
茨
城
県
土
浦
市
）
を
中
心
に
、
室
町
時
代
末
期
の
関
東
圏
一
円
に
広
ま
っ
た
。
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復
庵
宗
己
は
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
に
常
陸
国
の
小
田
治
久
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
）
25
（

。

延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
に
中
国
に
渡
り
、
中
峰
明
本
に
参
禅
し
、
元
弘
二
年
（
一
三
三
二
）

に
小
田
宗
知
の
招
き
に
よ
っ
て
、
高
岡
（
現
、
土
浦
市
）
に
揚
阜
庵
（
後
の
法
雲
寺
）
を
設

け
た
。
足
利
尊
氏
か
ら
の
度
重
な
る
要
請
を
固
辞
し
た
。

雪
村
は
、
こ
の
復
庵
宗
己
を
私
淑
し
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
と
す
る
見
解
が
バ
ー
バ

ラ
・
フ
ォ
ー
ド
氏
よ
り
提
示
さ
れ
て
い
る
）
26
（

。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
雪
村
周
継
「
自
画
像
」

（
大
和
文
華
館
蔵
）
の
様
式
や
復
庵
宗
己
の
開
山
に
よ
る
三
春
の
福
聚
寺
に
雪
村
画
が
伝
わ

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
具
体
的
な
根
拠
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
雪
村
の
自
画
像
と

幻
住
派
の
開
祖
で
あ
る
中
峰
明
本
の
頂
相
「
中
峰
和
尚
像
」（
法
雲
寺
蔵
）（
挿
図
2
）
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
類
例
が
多
く
残
る
中
峰
明
本
の
頂
相
に
は
、
定
型
が
認
め
ら
れ
、

決
ま
っ
て
長
い
髪
と
顎
髭
が
描
出
さ
れ
る
）
27
（

。
法
雲
寺
所
蔵
の
「
中
峰
和
尚
像
」
は
、
山
水

が
描
か
れ
た
屛
風
を
背
に
し
、
払
子
を
握
り
、
曲
彔
に
座
る
姿
で
描
か
れ
、
穏
や
か
な
表

情
を
し
て
い
る
。
縁
側
に
は
朱
色
の
欄
干
、
外
に
は
、
奇
妙
な
形
の
石
に
篠
竹
が
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
風
景
描
写
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ー
ド
氏
は
、
唐
末
五
代
蜀
で
羅
漢
画

家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
張
玄
に
よ
る
「
十
八
羅
漢
図
」
の
第
十
八
「
注
茶
半
吒
迦
尊
者
」

を
暗
示
す
る
も
の
と
述
べ
る
）
28
（

。
ま
た
、
こ
の
構
図
は
、
一
般
化
し
て
い
た
ら
し
く
、
相
国

寺
慈
照
院
所
蔵
の
「
中
峰
明
本
像
」
に
も
認
め
ら
れ
る
）
29
（

。
雪
村
筆
「
自
画
像
」
に
は
、
雪

山
と
月
明
か
り
が
照
ら
す
情
景
を
背
後
に
、
一
人
の
老
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
老
人

は
、
袈
裟
を
ま
と
い
、
両
手
で
一
尺
程
度
の
如
意
を
持
ち
、
鹿
の
皮
を
掛
け
た
藤
倚
子
に

座
し
て
い
る
。
こ
の
「
自
画
像
」
と
法
雲
寺
所
蔵
の
「
中
峰
明
本
像
」
の
自
然
景
の
中
に

佇
立
す
る
と
い
う
共
通
性
か
ら
、
雪
村
と
臨
済
宗
幻
住
派
の
関
係
性
を
解
釈
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
幻
住
派
の
寺
院
と
雪
村
を
結
び
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
復
庵
宗
己
が
開

山
初
祖
と
な
っ
た
三
春
の
福
聚
寺
に
は
、
雪
村
筆
「
達
磨
図
」
が
伝
来
し
て
お
り
、
赤
澤

英
二
氏
に
よ
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
箱
書
に
「
田
村
公
御
寄
附
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
図

は
田
村
氏
伝
来
品
と
み
ら
れ
る
）
30
（

。
会
津
の
実
相
寺
も
復
庵
宗
己
が
勧
請
開
山
と
な
っ
た
寺

院
で
あ
る
。
実
相
寺
は
、
元
徳
年
間
（
一
三
二
九
―
三
二
）
に
蘆
名
氏
の
重
臣
で
あ
っ
た

富
田
祐
義
に
よ
り
復
庵
を
講
じ
て
創
建
さ
れ
た
。
赤
澤
氏
と
小
川
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
だ
が
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
―
五
五
）
に
は
、
下
野
の
雲
巌
寺
（
復
庵
宗

己
開
山
）
か
ら
奇
僧
と
し
て
知
ら
れ
た
桃
林
契
悟
（
残
夢
）
が
実
相
寺
に
来
往
し
て
お
り
、

こ
の
残
夢
と
雪
村
が
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
）
31
（

。

先
述
の
早
雲
寺
第
二
世
以
天
宗
清
も
幻
住
派
の
流
れ
を
汲
む
）
32
（

。
臨
済
宗
正
統
派
で
あ
っ

た
以
天
宗
清
の
一
派
が
、
北
条
氏
の
外
護
を
受
け
て
幻
住
派
の
流
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、幻
住
派
の
禅
僧
は
、足
利
学
校
庠
主
に
就
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
伊
藤
幸
司
氏
が
「
琉

球
、
博
多
、
京
都
、
関
東
足
利
学
校
を
結
び
つ
け
る
禅
林
内
の
人
的
関
係
は
、「
幻
住
派
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
重
な
る
面
が
多
々
あ
り
、（
略
）」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
）
33
（

、
足

利
学
校
や
正
宗
寺
と
雪
村
が
活
動
し
た
場
所
が
「
幻
住
派
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
び

付
く
の
で
あ
る
。

重
要
な
点
は
、
彼
ら
が
宗
門
の
枠
を
超
え
て
、
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
室
町
時

挿図 2 「中峰和尚像」茨城・法雲寺蔵
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代
後
期
の
夢
窓
派
を
含
む
五
山
諸
派
の
人
は
、
五
山
派
に
属
し
な
が
ら
も
、
幻
住
派
か

ら
「
印
證
」
を
受
け
た
と
称
し
て
、
幻
住
派
の
人
と
し
て
も
行
動
し
て
い
た
）
34
（

。
雪
村
周
継

の
「
周
」
字
は
、
夢
窓
派
の
系
字
で
あ
り
、
雪
村
自
身
は
夢
窓
派
に
属
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
が
、
幻
住
派
と
し
て
も
活
動
し
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
。
な
お
、
復
庵
と
な

ら
ん
で
幻
住
派
を
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
大
拙
祖
能
（
一
三
一
三
―
七
七
）
は
、
正
宗
寺
の

近
く
に
あ
る
弘
願
寺
の
開
山
初
祖
で
、
常
陸
時
代
の
雪
村
が
幻
住
派
と
接
触
し
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
幻
住
派
を
含
む
林
下
の
禅
僧
た
ち
は
、
雲
水
や
雲
衲
と
し
て
各
地
に
い

る
「
知
識
」
に
会
う
こ
と
を
求
め
て
、
遍
歴
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
）
35
（

。
雪
村
は
、

こ
の
よ
う
な
幻
住
派
の
生
き
方
に
倣
い
、
諸
国
を
回
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

仮
説
に
基
づ
き
、
次
に
関
東
の
幻
住
派
の
拠
点
で
あ
っ
た
大
雄
山
法
雲
寺
所
蔵
の
史
料
を

起
点
に
、
雪
村
と
幻
住
派
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二

景
初
周
随
と
臨
済
宗
幻
住
派

ま
ず
、
法
雲
寺
所
蔵
の
史
料
か
ら
、
雪
村
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
史
料
を
紹
介
す
る
。

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
春
に
編
纂
さ
れ
た
『
法
雲
雑
記
便
覧
』（
法
雲
寺
蔵
）
で
あ
る
）
36
（

。

こ
の
史
料
は
巻
末
に
「
享
保
七
年
壬
寅
仲
春
」
と
あ
り
、
享
保
七
年
春
に
法
雲
寺
第
二
十

九
世
獅
林
億
が
、
法
雲
寺
の
資
料
の
散
逸
を
恐
れ
て
、
編
纂
し
た
も
の
と
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
、
円
覚
寺
に
住
持
し
た
「
忍
済
洛
水
道
人
」
と
号
す
る
景
初
周
随
が
、
法
雲
寺

塔
頭
で
あ
っ
た
宝
篋
山
永
興
院
跡
で
、
小
田
朝
久
（
一
四
一
七
―
五
五
）
が
建
立
し
た
永

興
院
の
跡
の
み
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
偲
び
、
漢
詩
を
詠
ん
だ
と
あ
る
。

［
史
料
一
］

小
田
宝
篋
山
永
興
院

小
田
讃
岐
守
持
家
嫡
中
務
太
輔
朝
久
亨
徳
四
年
乙
亥
閏
四
月
二
十
四
日
三
十
九
歳
而

卒
号
永
興
院
開
雲
道
昌
於
郭
内
為
建
梵
刹
弘
治
（
天
正
）
年
中
檀
君
没
落
之
後
敗
壊

畢
令
引
当
山
之
境
内
終
存
其
跡
矣
前
円
覚
忍
済
洛
水
道
人
景
初
周
随
投
宿
於
小
田
永

興
有
看
華
馬
之
詩

曰
芳
辰
豈
可
用
膏
車
、
嘶
自
朝
霞
至
暮
霞
、

緩
輿
意
行
向
春
誓
、
若
非
馬
上
不
看
華
、

又
攬
轡
不
兼
徒
歩
同
、
春
風
得
意
玉
華
聦
、

一
遊
欲
続
拾
遺
句
、
著
策
錦
宦
城
暁
紅
、

又
相
并
养
景
与
良
辰
、
全
勤
著
花
宦
跖
塵
、

霞
外
嘶
残
紅
叱
揆
、
吟
鞍
一
刻
豈
無
春
、

又

赴
小
田
馬
上
看
筑
波

筑
波
名
自
壮
年
聴
、
今
日
看
之
塵
眼
醒
、

雲
霧
不
埋
為
我
否
、
吹
晴
山
様
与
天
青
、

景
初
周
随
の
法
雲
寺
の
逗
留
時
期
は
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
―
五
五
）
の
頃
と
考
え

ら
れ
る
。
史
料
に
は
、
弘
治
（
一
五
五
五
―
五
七
）
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
朱
書
で
天
正

と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
―
九
二
）
は
景
初
周
随
の
没
後
（
一

五
五
七
年
）
で
あ
る
た
め
、
天
文
年
間
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

景
初
周
随
は
、
円
覚
寺
第
一
五
二
世
の
禅
僧
で
、
臨
済
宗
夢
窓
派
に
属
し
て
い
る
）
37
（

。
景

初
は
、
二
点
の
雪
村
画
に
着
賛
し
て
い
る
。
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
の
年
記
を
伴
う

「
叭
々
鳥
図
」（
国
・
文
化
庁
保
管
）（
挿
図
3
）
と
「
蕪
図
」（
禅
文
化
研
究
所
蔵
）（
挿
図
4
）

で
あ
る
。
雪
村
と
景
初
と
の
関
わ
り
は
、
こ
れ
ま
で
も
度
々
推
測
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
根
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拠
は
、
二
つ
の
着
賛
お
よ
び
正
宗
寺
が
臨

済
宗
円
覚
寺
派
に
属
し
て
い
た
こ
と
に
よ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
情
報
は
こ
れ

ま
で
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
従

来
の
雪
村
研
究
で
は
、
円
覚
寺
住
持
で
あ

っ
た
景
初
着
賛
の
二
つ
の
作
品
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
雪
村
が
鎌
倉
に
向
か
い
、
鎌
倉

の
地
で
着
賛
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
山
田
氏
が
、「
絵
画
は
文

字
通
り
「
動
産
」
で
あ
り
、
か
つ
制
作
者

と
作
品
が
常
に
一
緒
に
動
く
も
の
と
は
限

ら
な
い
。」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
絵
画

と
場
所
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
は
躊
躇
せ

ざ
る
を
得
な
い
）
38
（

。
そ
の
た
め
、「
叭
々
鳥

図
」
と
「
蕪
図
」
を
鎌
倉
の
地
と
直
接
結

び
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
で
は
、
雪
村

は
、
景
初
周
随
と
、
い
つ
ど
こ
で
交
流
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、

雪
村
が
若
年
の
時
に
正
宗
寺
に
お
い
て
交

わ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
次
に
、
そ
の
こ

と
を
裏
付
け
る
史
料
を
提
示
し
、
考
察
し

た
い
。
史
料
は
、『
法
雲
雑
記
便
覧
』
に

書
か
れ
た
「
忍
済
洛
水
道
人
」
と
い
う
道

号
か
ら
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

挿図 3 雪村周継筆「叭々鳥図」国（文化庁保管）

挿図 4 雪村周継筆「蕪図」禅文化研究所蔵
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が
、
東
京
・
石
川
武
美
記
念
図
書
館
「
成
簣
堂
文
庫
」
に
所
蔵
さ
れ
る
『
忍
斎
楽
水
道
人

口
号
』
で
あ
る
。

こ
の
史
料
は
、
現
在
確
認
で
き
る
景
初
周
随
の
唯
一
の
語
録
で
あ
る
。
室
町
時
代
末
期

の
漢
籍
で
、
表
紙
に
円
覚
寺
一
五
八
世
の
雲
如
梵
意
が
書
写
し
た
も
の
と
あ
り
、「
忍
斉

楽
水
道
人
口
號
」
と
黒
書
き
さ
れ
て
い
る
）
39
（

。
縦
二
五
・
九
×
横
一
九
・
四
㎝
、
全
一
二
四

丁
、
一
丁
目
の
冒
頭
に
は
、「
忍
齋
樂
水
道
人
口
号
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
挿
図
5
）。
徳

富
蘇
峰
の
旧
蔵
品
。
執
筆
者
の
雲
如
梵
意
は
、
円
覚
寺
第
一
五
八
世
で
、
仏
日
庵
の
鶴
隠

周
音
に
つ
き
、
夢
窓
派
方
外
宏
遠
下
の
人
。
策
彦
周
良
の
法
嗣
で
あ
る
三
伯
玄
伊
（
夢
窓

派
）
の
印
可
を
受
け
て
、
帰
源
庵
に
入
住
し
、
幻
住
派
を
同
庵
の
法
系
に
導
入
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
）
40
（

。
な
お
、
こ
の
三
伯
は
、
策
彦
周
良
の
法
嗣
で
あ
る
三
章
令
彰
（
夢
窓
派
に

属
す
る
が
、
幻
住
派
の
印
可
を
受
け
て
い
る
）
に
つ
き
、
幻
住
派
の
師
資
の
関
係
と
な
っ
て

い
る
）
41
（

。
こ
の
よ
う
に
事
績
が
知
ら
れ
て
い
る
室
町
時
代
末
期
の
円
覚
寺
関
係
の
禅
僧
だ
け

で
も
、
夢
窓
派
や
幻
住
派
の
混
在
が
確
認
で
き
る
。

以
下
、
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
き
た
い
）
42
（

。
な
お
、
便
宜
上
、

番
号
を
附
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
雪
村
が
入
寺
し
た
正
宗
寺
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
証
明
す
る
三
点
の
記
事
を
見
て
お
こ
う
。

［
史
料
二
］

和
正
宗
寺
住
持
寄
足
利
講
堂
翁
之
詩

時
丁
年
頭
此
詩
序
在
末

以
詩
到
祝
寫
鴉
青
、
得
一
清
者
得
一
寧
、
遥
念
膏
車
三
四
歳
、
東
遊
試
築
洗
心
経

［
史
料
三
］

寄
佐
竹
正
宗
寺

此
序
之
詩
在
前
洗
口
経
韵
是
也

以
経
字
為
韵
有
陽
唱
陮
和
、
正
宗
主
翁
日
新
講
師
是
也
、

其
間
観
詩
筒
往
來
者
忍
斎
老
衲
是
也
、
残
生
黄
髪
風
流
事
耳
冷
、
生
緑
苔
于
陶
弼
而

経
寒
菜
炉
之
新
活
計
而
巳
、
習
気
雖
除
誤
欲
言
詩
、
况
日
新
師
亦
非
新
識
正
宗
翁
亦

同
宗
派
、
於
是
不
可
渕
黙
也
、
忍
斎
欲
捜
佐
竹
村
松
之
名
区
者
年
久
矣
、
雖
然
近
歳

青
海
動
伝
箭
天
山
来
掛
弓
、
是
以
川
鯉
渚
鴻
之
消
息
、
一
歳
或
一
回
、
或
両
回
、
終

慰
鶴
望
、
古
人
云
、
百
書
不
如
一
見
面
、
信
哉
此
言
、
正
宗
翁
請
識
察
、
予
亦
同
経

字
韵
呈
上
陳
言
也
、
情
深
可
不
咲
語
拙
云

［
史
料
四
］

寄
佐
竹
正
宗
寺
晨
初
翁

夏
丑
之
初
、
欲
寄
一
書
、
而
問
或
人
、
途
程
安
否
如
何
、
含
云
、
連
句
蚩
有
蛮
触
之

終
争
、
更
無
豺
狼
之
横
路
、
是
以
遣
使
僧
於
其
地
、
述
累
曰
積
欝
之
万
一
、
項
者
、

従
湘
来
者
、
問
予
、
正
宗
主
盟
之
瑞
世
、
何
月
何
日
哉
、
翁
蚩
有
君
子
謙
々
、
預
知

挿図 5 『忍斎楽水道人口号』
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其
所
志
、
虚
空
之
口
須
弥
之
舌
、
不
可
蔵
之
、
況
五
峯
終
懸
一
笑
々
々
之
雖
保
、
来

施
嵐
徳
風
之
時
節
、
瑞
世
之
轍
、
不
可
諼
々
拙
語
督
之
、
正
覚
門
未
、
不
蕾
言
云
、

个
々
相
期
鈞
語
加
、
玄
猷
門
下
一
袈
裟
、
君
知
出
世
好
時
節
、
深
日
菖
蒲
五
月
花

［
史
料
二
］
は
、
景
初
が
常
陸
国
の
正
宗
寺
の
住
持
と
と
も
に
、
足
利
学
校
に
立
ち
寄

り
、
漢
詩
を
詠
ん
だ
記
述
で
あ
る
。［
史
料
三
］
と
［
史
料
四
］
は
景
初
が
、
正
宗
寺
二
十

一
世
の
晨
初
周
瞳
を
訪
ね
た
話
で
あ
る
。
晨
初
は
、
佐
竹
氏
第
十
五
代
当
主
で
あ
っ
た
義

舜
（
一
四
七
〇
―
一
五
一
七
）
の
子
で
あ
る
。
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
示
寂
し
た
）
43
（

。
雪
村

と
同
時
期
に
活
動
し
て
い
た
禅
僧
で
あ
る
。
年
代
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

こ
れ
ら
の
史
料
の
前
後
の
記
事
に
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
の
年
記
が
多
い
こ
と
か
ら
、

天
文
年
間
（
一
五
三
二
―
五
五
）
の
早
い
時
期
の
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
雪

村
は
、
正
宗
寺
に
い
た
頃
と
推
測
さ
れ
る
。
従
来
、
景
初
と
の
交
流
は
、
天
文
二
十
四
年

（
一
五
五
五
）
の
年
記
を
持
つ
「
叭
々
鳥
図
」
か
ら
、
天
文
年
間
後
半
の
鎌
倉
の
地
と
考
え

ら
れ
て
き
た
が
、
天
文
年
間
前
半
に
正
宗
寺
で
会
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

［
史
料
五
］

①
巣
雪
翁
寄
一
詩
、
之
律
甚
奇
絶
、
得
子
夏
之
目
疾
以
来
、
詩
工
夫
不
浅
、
雪
堂

老
所
謂
悪
衣
悪
食
詩
愈
内
、
盖
為
巣
雪
亦
云
、
阿
那
律
尊
者
見
三
千
界
、
如
見
掌
中

庵
摩
羅
果
、
見
性
不
在
眼
、
所
虚
幾
句
那
律
倶
具
天
眼
同
来
韵
作
詩
、
自
咲
某
為
法

之
兄
月
聲
、
翁
為
法
之
弟
眼
暗

与
友
交
言
専
有
信
、
億
曽
相
共
実
青
春
、
他
郷
停
錫
世
餘
歳
、
不
似
聖
人
居
似
鶉

こ
れ
は
、「
巣
雪
翁
」（
傍
線
部
①
）
と
い
う
人
物
が
景
初
に
詩
を
寄
せ
た
記
事
で
あ

る
。
祥
啓
の
画
系
と
し
て
、
巣
雪
僊
可
と
い
う
画
人
が
知
ら
れ
て
い
る
。
静
嘉
堂
文
庫
美

術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
巣
雪
斎
図
」
の
書
斎
名
「
巣
雪
斎
」
が
、
巣
雪
僊
可
を
指
す
指
摘

が
あ
り
、
本
史
料
に
記
さ
れ
る
「
巣
雪
翁
」
と
は
、
こ
の
巣
雪
僊
可
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
）
44
（

。
か
ね
て
よ
り
僊
可
と
雪
村
に
は
共
通
点
が
言
及
さ
れ
て
き
た
）
45
（

。
作
品
の
類
似
点
と
し

て
は
、
僊
可
筆
「
雪
嶺
斎
図
」（
五
島
美
術
館
蔵
）（
挿
図
6
）
の
背
景
に
描
か
れ
た
雪
山

の
描
写
と
、
雪
村
の
自
画
像
の
背
景
に
描
か
れ
た
雪
山
が
あ
る
。
ま
た
、
雪
村
が
書
い
た

「
布
袋
和
尚
一
行
書
」
と
僊
可
「
猿
猴
図
」（
五
島
美
術
館
蔵
）
の
三
幅
対
が
伝
存
し
て
い

る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
）
46
（

。
た
だ
し
、
相
澤
正
彦
氏
は
、
こ
の
三
幅
対
の
寸
法
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、当
初
か
ら
三
幅
対
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
、僊
可
の
印
章
が
「
僊

可
」
と
読
め
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
僊
可
と
雪
村
と
の
関
係
を
白
紙
に
戻
す
必
要
性
を
述

べ
て
い
る
）
47
（

。［
史
料
五
］
に
よ
っ
て
間
接
的
な
が
ら
も
、
景
初
を
介
し
た
雪
村
と
僊
可
の

挿図 6 僊可筆「雪嶺斎図」
五島美術館蔵
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繋
が
り
を
推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
一
度
、
雪
村
と
僊
可
の
関
係
を
見
直
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

［
史
料
六
］

大
宋
識
与
不
識
珎
大
和
尚
者
其
惟
、
普
應
国
師
一
祖
也
、
昔
坐
断
三
千
六
百
丈
月

山
、
以
為
禅
床
、
今
派
誦
四
百
廿
七
句
楞
、
以
賁
梵
進
、
二
百
年
前
幻
生
于
癸
亥
之

冬
二
百
年
後
再
来
乎
、
壬
午
之
秋
、
聯
芳
搭
主
翁
唱
一
篇
法
曲
、
謾
次
髙
匀
云
、
三

世
心
遠
向
上
禅
、
相
傳
千
古
不
傳
々
、
幻
華
六
十
一
生
滅
癸
亥
年
号
癸
亥
年

中
峯
和
尚
六
十
一
而
涅
槃
二
百
年
忌
於
華
蔵
寺
有
之

こ
れ
は
、
結
城
の
華
蔵
寺
で
中
峰
明
本
の
二
百
年
忌
に
景
初
が
参
加
し
た
と
い
う
記
事

で
あ
る
。
中
峰
明
本
の
没
後
二
〇
〇
年
と
な
る
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
の
記
事
と
考
え

ら
れ
、
景
初
の
動
向
を
知
る
上
で
、
重
要
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
衛
藤
駿
氏
は
、
雪

村
と
祥
啓
派
の
接
触
を
鎌
倉
お
よ
び
北
関
東
の
結
城
と
想
定
す
る
）
48
（

。結
城
の
華
蔵
寺
に
は
、

祥
啓
寄
寓
の
跡
と
称
す
る
梅
塚
が
あ
る
。
ま
た
、
結
城
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
十
数
キ
ロ

し
か
離
れ
て
い
な
い
佐
野
で
製
作
さ
れ
た
天
明
釜
に
、雪
村
の
書
が
鋳
出
さ
れ
た
作
品（
根

津
美
術
館
蔵
）
も
伝
存
し
て
い
る
）
49
（

。
そ
の
た
め
、
雪
村
と
僊
可
に
は
関
係
が
あ
り
、
僊
可

を
含
む
祥
啓
派
と
の
接
触
の
場
所
と
し
て
、
結
城
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。［
史
料
五
］
と

［
史
料
六
］
の
記
事
か
ら
、
雪
村
、
景
初
周
随
、
僊
可
ら
の
交
流
の
可
能
性
が
想
定
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
華
蔵
寺
は
、
復
庵
宗
己
を
開
山
と
す
る
臨
済
宗
幻

住
派
の
寺
院
で
あ
っ
た
）
50
（

。
仮
に
雪
村
が
、
復
庵
を
慕
っ
て
遊
歴
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
を

訪
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

［
史
料
七
］

那
須
雲
岩
寺
鐘
銘

日
本
国
下
野
州
那
須
庄
東
山
雲
岩
禅
寺
鐘
銘
、
一
伝
騰
首
座
乗
大
願
輪
而
鋳
之
前
圓

覺
周
随
為
之
銘
（
略
）

是
年
天
文
八
巳
亥
夏
四
月
佛
誕
生
日

こ
の
記
事
は
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
四
月
八
日
に
那
須
の
雲
巌
寺
の
鐘
銘
を
景
初

が
手
掛
け
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
雲
巌
寺
も
復
庵
宗
己
を
開
山
と
す
る
臨
済
宗
幻
住

派
の
寺
院
で
あ
っ
た
。
後
に
大
蟲
宗
岑
に
よ
っ
て
関
山
派
（
妙
心
寺
派
）
に
替
わ
る
。
雪

村
と
関
係
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
桃
林
契
悟
（
残
夢
）
が
住
持
し
た
寺
院
で
も
あ
る
。

［
史
料
八
］

安
雪
号

真
壁
光
明
請
願
有
少
年
諱
曰
心
者
、
寄
紙
問
道
号
之
安
雪
、
二
祖
恵
可
立
雪
而
安
心

少
林
大
師
所
印
也
、（
略
）
天
文
九
年
庚
子
夏
五

天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
に
現
在
の
茨
城
県
桜
川
市
真
壁
に
あ
る
光
明
寺
に
い
た
少
年

に
「
安
雪
」
と
い
う
号
を
付
け
た
と
あ
る
。『
忍
斎
楽
水
道
人
口
号
』
に
は
、
多
く
の
寺

院
の
「
少
年
」
に
与
え
た
道
号
頌
な
ど
も
認
め
ら
れ
、
他
に
も
正
宗
寺
の
晨
初
周
瞳
の
弟

子
に
「
通
甫
」
号
を
与
え
た
記
事
も
見
受
け
ら
れ
る
。
雪
村
の
「
雪
」
の
字
か
ら
雪
舟
を

意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
向
き
も
あ
る
が
）
51
（

、
こ
の
「
安
雪
」
の
「
雪
」
の

字
は
、
達
磨
の
師
で
あ
る
慧
可
が
い
た
少
林
寺
の
「
立
雪
亭
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
と

さ
ら
「
雪
」
の
字
を
雪
舟
と
関
連
づ
け
る
必
要
は
あ
ま
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
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［
史
料
九
］

布
袋
賛

布
袋
和
尚
爪
顛
之
古
徳
也
、
画
師
之
好
所
画
也
、
視
此
図
手
裏
百
八
摩
民
転
輾
々
、

蓋
看
経
絡
又
之
形
摸
也
、
録
云
、
天
上
無
弥
勒
人
間
無
釈
迦
、
我
則
念
那
个
佛
乎
、

矧
復
世
人
之
所
唱
長
汀
于
者
慈
氏
之
分
身
百
八
之
摩
民
者
百
八
之
佛
弁
也
、
問
訊
布

袋
和
尚
心
弁
無
佛
々
弁
無
心
其
所
念
如
何
、
寄
臂
于
布
嚢
横
脚
于
拄
杖
而
含
歓
喜
之

咲
白
梅
胈
皎
眉
珎
重
々
々
、

天
文
癸
丑
秋
八
月
彼
岸
前
瑞
鹿
平
等
四
印
道
人
拜
賛

こ
れ
は
、
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
景
初
が
布
袋
図
に
賛
を
し
た
記
述
で
あ
る
。

景
初
が
賛
を
し
た
雪
村
筆
「
叭
々
鳥
図
」（
文
化
庁
蔵
）
は
、
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）

着
賛
で
、
こ
の
記
事
と
年
代
が
近
い
。「
叭
々
鳥
図
」
に
は
、「
天
文
乙
卯
秋
九
月
、
四
印

道
人
記
之
」
と
景
初
周
随
の
署
名
が
あ
り
、
こ
の
「
布
袋
賛
」
と
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ

る
。
景
初
の
着
賛
が
あ
る
雪
村
筆
「
蕪
図
」（
禅
文
化
研
究
所
蔵
）
に
も
「
鹿
峯
平
等
、
国

之
四
印
翁
」
と
署
名
が
あ
り
、
こ
の
「
鹿
峯
平
等
」
は
円
覚
寺
方
丈
平
等
軒
を
指
す
こ
と

か
ら
、「
蕪
図
」
が
鎌
倉
で
描
か
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
52
（

。

［
史
料
十
］

梅
隠
斎
詩
并
序

天
地
之
間
、
根
芙
赴
春
工
之
陶
冶
者
、
甚
多
、
就
中
、
梅
者
、
出
格
之
尤
物
、
而
有

百
億
色
香
、
譬
如
覆
盆
麝
香
、
隠
之
弥
彰
者
也
、
横
一
枝
于
閑
散
之
野
、
置
数
珠
于

寂
実
之
濱
、
漏
太
極
春
乎
歳
塞
時
節
、
謂
之
花
中
巣
由
况
亦
梅
之
寿
、
配
八
千
歳
之

大
椿
、
貴
介
公
子
、
騒
人
墨
客
、
所
珎
而
重
也
、
而
求
隠
于
其
樹
下
、
豈
非
嗜
好
之

迂
潤
乎
、
所
以
者
何
、
人
高
宗
之
夢
中
、
則
傳
説
為
調
鼎
塩
梅
、
在
楞
厳
会
裡
、
則

迦
文
論
甘
蔗
鳥
梅
鳴
于
王
宮
、
称
于
仏
家
、
隠
之
為
隠
、
其
義
如
何
、
①
華
蔵
寺
之

正
老
去
歳
寄
一
軸
曰
、
予
梅
隠
斎
之
小
画
也
、
題
詩
序
于
上
、
所
庶
幾
也
、
予
謂
、

山
竹
者
無
色
、
海
棠
者
無
香
、
如
此
之
数
、
最
可
卜
隠
欤
、
傍
有
人
、
責
予
曰
、
大

隠
々
市
、
小
隠
々
山
、
心
若
閑
、
則
市
中
亦
不
妨
、
心
若
忙
、
則
山
中
亦
非
隠
也
、

真
隠
之
旨
、
恰
如
東
方
朔
避
世
于
朝
廷
上
乎
、
然
則
梅
猶
冝
隠
、
欣
然
題
詩
之
曰

今
代
何
人
巣
海
棠
、
梅
花
小
隠
却
為
妨
、
春
風
雉
得
兎
裘
地
、
一
点
三
千
世
界
香

梅
隠
斎

雪
橋
老
人
為
他
請

こ
れ
は
、
賢
江
祥
啓
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
て
き
た
絵
師
の
梅
隠
斎
の
記
述
で
あ

る
。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
「
梅
隠
斎
」
と
は
、
雪
村
と
同
時
期
に
活
動
し
た
絵
師
と
目
さ

れ
る
。
細
見
美
術
館
に
は
、「
梅
隠
」
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
た
「
鴛
鴦
図
」（
挿
図
7
）
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
鴛
鴦
は
、
水
気
を
含
ん
だ
柔
ら
か
な
筆
線
で
描
か
れ
、
画
面

下
部
の
水
流
は
や
や
硬
め
の
線
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
対
比
が
、
画
面
に
抑
揚
を
与
え

て
い
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
「
梅
隠
」
印
を
持
つ
絵
師
の
名
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の挿図 7 梅隠筆「鴛鴦図」細見美術館蔵

      



一
二

美

術

研

究

四

二

八

号

388

画
譜
を
見
て
も
混
沌
と
し
て
い
る
。『
増
訂
古
画
備
考
』
の「
長
柳
斎
」
の
項
目
に
は
、「
長

柳
斎
」
の
落
款
と
「
梅
隠
」
の
印
を
持
つ
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
梅
隠
」
印
を
持

つ
絵
師
と
可
卜
と
名
乗
る
絵
師
が
同
人
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
）
53
（

。
栃
木
県
立
博
物
館
に

は
、「
可
卜
」
印
を
持
つ
「
懶
瓉
和
尚
図
扇
面
」
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、「
可
卜
」
と
号
し

た
絵
師
の
存
在
が
確
認
で
き
る
）
54
（

。『
丹
青
若
木
集
』
に
は
、「
可
卜

棟
隠
子
、建
長
寺
僧
、

啓
書
記
法
眷
後
住
常
州
水
戸
」
と
あ
り
、仲
安
真
康
の
弟
子
と
書
か
れ
て
い
る
）
55
（

。
た
だ
し
、

彼
ら
は
、そ
の
異
な
る
様
式
か
ら
同
一
人
物
と
は
認
め
ら
れ
な
い
）
56
（

。こ
の
よ
う
に
「
梅
隠
」

印
を
持
つ
絵
師
を
め
ぐ
っ
て
は
入
り
組
ん
で
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
［
史
料
十
］
の
記
述

か
ら
、結
城
の
華
蔵
寺
の
「
正
老
」
が
持
参
し
た
梅
隠
斎
と
名
乗
る
絵
師
の
「
小
画
」（
傍

線
部
①
）
に
景
初
が
賛
を
し
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
梅
隠
斎
と
雪
村

の
関
連
に
つ
い
て
も
、
作
品
比
較
を
含
め
て
議
論
を
進
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
先

述
の
「
鴛
鴦
図
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
を
画
面
全
体
に
ち
り
ば
め
つ
つ
、
異
な

る
筆
法
で
画
面
に
抑
揚
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
梅
隠
に
対
し
、
雪
村
は
余
白
を
活
か
し
、

画
面
を
鮮
明
に
見
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
構
図
や
描
法
か
ら
共
通
性
を
探
る
こ
と

は
難
し
い
。

こ
こ
ま
で
の
記
述
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
本
史
料
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
に
推

測
さ
れ
て
き
た
雪
村
の
足
跡
を
景
初
の
活
動
か
ら
結
び
付
け
ら
れ
る
。
雪
村
と
景
初
周
随

と
の
関
わ
り
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
鎌
倉
の
地
で
は
な
く
、
雪
村
が
入
寺
し
た
常
陸

国
正
宗
寺
か
ら
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
景
初
は
、
那
須
の
雲
巌
寺
、
結
城
の
華

蔵
寺
な
ど
の
復
庵
が
開
山
し
た
臨
済
宗
幻
住
派
の
寺
院
も
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
、
華
蔵
寺
で
は
幻
住
派
の
祖
で
あ
る
中
峰
明
本
の
頂
相
に
も
賛
を
し
て
い
た
。
夢
窓
派

で
あ
る
景
初
は
、
他
の
五
山
派
の
禅
僧
と
同
様
に
幻
住
派
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
雪
村
と
幻
住
派
の
橋
渡
し
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
た
と
も

予
想
さ
れ
る
。
加
え
て
、
本
史
料
か
ら
は
、
巣
雪
僊
可
や
梅
隠
と
い
っ
た
絵
師
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
、
景
初
周
随
を
介
し
た
交
流
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
小
川
知
二

氏
は
雪
村
が
鎌
倉
や
小
田
原
を
訪
れ
た
背
景
と
し
て
、
復
庵
へ
の
思
い
と
と
も
に
祥
啓
へ

の
憧
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
説
い
て
い
る
）
57
（

。
先
述
し
た
よ
う
に
、
復
庵
が
開
い
た

結
城
の
華
蔵
寺
に
は
、
祥
啓
寄
寓
の
跡
と
す
る
梅
塚
の
伝
承
が
あ
る
。
復
庵
と
祥
啓
が
い

た
場
所
は
重
複
し
、
本
史
料
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
雪
村
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
点

と
点
」
が
景
初
を
介
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

三

大
蟲
宗
岑
と
相
鑑
斎

次
に
、
法
雲
寺
所
縁
の
禅
僧
の
記
録
か
ら
雪
村
の
伝
歴
を
考
え
て
み
た
い
。
雪
村
と
同

時
期
に
活
躍
し
た
禅
僧
で
幻
住
派
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
大
蟲
宗
岑
と
い
う
人
物
が
い

る
）
58
（

。
大
蟲
は
、
臨
済
宗
関
山
派
の
人
で
、
常
陸
国
小
田
家
の
領
内
で
生
ま
れ
、
法
雲
寺
の

塔
頭
巣
月
院
に
入
る
。
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
に
は
相
州
の
本
光
寺
に
い
て
、
雪
村
の

作
品
に
賛
を
し
た
大
室
宗
碩
を
訪
ね
る
。
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
駿
河
の
清
見
寺
に

月
航
玄
津
を
訪
ね
る
。
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
下
総
大
竜
寺
に
住
持
す
る
。
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
）
に
常
陸
小
田
巣
月
院
に
住
し
、
本
寺
の
法
雲
寺
に
て
行
わ
れ
た
普
覚
国
師

忌
（
中
峰
明
本
）
に
て
、
一
偈
す
る
。
同
七
年
（
一
五
六
四
）
に
岩
城
、
同
十
年
（
一
五
六

七
）
に
会
津
の
興
徳
寺
に
住
し
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
ま
で
在
住
。
同
年
常
陸
に
戻

る
。
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
那
須
の
雲
巌
寺
に
住
し
、
こ
れ
を
再
興
す
る
。
天
正
十

六
年
（
一
五
八
八
）
に
「
小
田
氏
治
像
」（
法
雲
寺
蔵
）
に
着
賛
す
る
。
大
蟲
は
、
関
東
か

ら
東
北
の
寺
院
を
回
り
、
幻
住
派
な
ど
の
寺
院
の
多
く
を
関
山
派
、
つ
ま
り
は
妙
心
寺
派

に
変
え
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
関
東
圏
の
禅
宗
の
展
開
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
存

在
で
あ
る
）
59
（

。
加
え
て
、
雪
村
が
関
係
し
た
寺
院
と
さ
れ
る
興
徳
寺
に
住
持
し
て
い
る
。
次

に
紹
介
す
る
大
蟲
宗
岑
の
語
録
『
大
蟲
岑
和
尚
語
録
』（
以
下
、『
語
録
』）
に
は
、
雪
村
の

活
動
の
年
代
と
場
所
が
一
致
す
る
記
述
が
あ
る
。
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な
お
、『
語
録
』
の
引
用
に
際
し
、『
牛
久
市
史

中
世

記
録
編
』
を
参
考
に
し
つ

つ
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
謄
写
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
た
）
60
（

。
使
用
さ
れ
て
い
る
字

は
出
来
得
る
限
り
こ
れ
に
準
じ
た
が
、
難
解
な
異
体
字
等
は
適
宜
訂
正
を
施
し
て
い
る
。

［
史
料
十
一
］

凡
諸
芸
之
中
、
尤
可
勤
者
絵
事
也
、
故
支
竺
日
本
、
上
従
王
侯
、
下
至
儒
釈
、
①
道

以
遊
画
為
第
一
、
唐
宇
之
滕
王
、
宋
朝
之
徴
宗
、
釈
有
牧
渓
雪
窓
、
儒
有
文
与
可
蘓

軾
、
其
余
碌
々
、
不
堪
枚
挙
焉
、
②
吾
聞
語
於
画
師
、
画
山
則
廬
岳
三
百
六
十
招
提
、

嵩
山
卅
六
仙
洞
、
巫
岫
之
雲
雨
、
峨
眉
之
秋
月
、
遊
其
心
於
塵
外
矣
、
写
水
則
淮
南

之
二
十
四
、
西
湖
六
橋
、
湘
浦
之
八
景
、
海
外
之
十
州
、
擬
其
心
於
清
白
矣
、
画
雪

月
花
、
則
紅
緑
其
情
、
潔
白
其
志
矣
、
③
描
仏
祖
、
則
空
寂
其
心
、
直
指
其
性
矣
、

図
聖
賢
、則
通
達
其
心
、澹
泊
其
臓
矣
、軍
士
之
殺
気
也
、武
勇
也
、仙
道
之
幽
栖
也
、

閑
味
也
、
樵
夫
之
径
余
屋
、
漁
翁
ノ
へ
片
帆
、
富
士
之
雪
、
浅
間
之
烟
、
明
石
朝
露
、

難
波
之
夕
霞
、
丹
青
未
下
、
先
寒
灰
其
心
、
枯
淡
其
懐
矣
、
加
之
飛
禽
猛
獣
、
意
気

威
獰
、
画
其
形
則
通
其
心
、
察
其
趣
、
於
爰
一
々
従
筆
下
幼
出
者
、
画
口
之
精
妙
巴

云
々
、
誠
哉
斯
言
、
天
地
同
根
、
万
物
一
躰
、
其
於
画
工
道
之
乎
、
城
府
之
④
相
鑑

斎
老
人
、
⑤
常
陽
之
英
産
、
而
従
丁
卯
歳
、
以
絵
事
高
其
名
、
忝
予
同
邦
同
其
郷
、

実
他
郷
之
旧
相
識
也
、
一
日
扣
旅
櫩
、
清
話
之
次
、
被
恵
一
軸
、
披
之
則
出
山
甘
蔗
、

度
江
老
胡
、
其
威
烈
迫
真
、
使
人
毛
骨
寒
、
一
座
驚
嘆
田
、
拍
雪
窓
肩
、
挹
趙
昌
袂

也
、
太
奇
々
々
、
々
先
所
論
未
為
至
論
、
熟
視
老
人
墨
跡
、
則
八
万
丈
天
台
、
千
百

億
之
須
弥
、
𠀋
山
尺
柎
、
寸
馬
豆
人
、
尽
従
老
人
、
自
己
胸
襟
流
出
、
伝
之
千
万
世
、

豈
非
無
価
至
宝
乎
、
雖
然
恁
广
約
祖
宗
門
下
、
則
乾
坤
未
判
、
万
象
未
現
、
到
這
裡

向
何
処
下
一
点
、
此
即
描
不
成
、
画
不
成
是
什
麼
境
界
、
諸
老
人
枕
筆
奴
、
而
就
明

窓
下
、
黙
坐
子
細
看
、
仍
述
二
絶
、
嘆
美
其
方
云
、

此
老
胸
中
点
不
埃
、
驚
人
妙
画
是
天
才
、
毫
端
吐
出
即
心
仏
、
碧
眼
黄
頭
叫
再
来

淡
墨
郭
熙
花
趙
昌
、
画
工
妙
意
有
推
量
、
老
人
手
裡
蔵
天
下
、
片
紙
写
来
支
竺
桑

冒
頭
の
「
道
以
遊
画
為
第
一
」（
傍
線
部
①
）
に
見
ら
れ
る
「
遊
画
」
と
は
、
仏
教
用

語
で
あ
る
「
遊
戯
三
昧
」
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
禅
語
辞
典
』（
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
一
年
）
に
よ
れ
ば
「
遊
戯
」
と
は
「
も
は
や
道
を
修
す
る
要
も
な
く
、
道
と
共
に

あ
っ
て
道
そ
の
も
の
を
自
在
に
楽
し
む
境
地
」
と
あ
る
）
61
（

。
横
田
忠
司
氏
は
、
室
町
時
代
の

画
僧
の
制
作
態
度
を
示
す
言
葉
と
し
て
「
遊
戯
三
昧
」
を
挙
げ
て
お
り
）
62
（

、「
遊
画
」
と
は

道
そ
の
も
の
を
自
在
に
楽
し
む
境
地
で
制
作
さ
れ
た
絵
画
を
指
す
も
の
と
理
解
で
き
る
。

こ
の
記
述
の
後
に
は
、
名
山
や
中
国
の
景
勝
地
な
ど
を
制
作
す
る
際
の
精
神
性
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
廬
山
や
嵩
山
、
巫
山
、
峨
眉
山
は
、
中
国
で
名
高
い
霊
山
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
や
寺
院
や
仙
洞
、
雲
雨
、
秋
月
を
描
く
こ
と
は
隠
逸
の
思
想
の
現

れ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
淮
南
や
瀟
瀟
八
景
や
西
湖
な
ど
の
「
水
」
の
表
現
は
、「
清
白
」

な
「
心
」
を
表
し
、
単
な
る
名
所
の
画
題
で
は
な
く
、
描
く
行
為
か
ら
生
じ
る
心
性
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
仏
祖
を
描
く
こ
と
は
、
心
中
に
何
も
考
え
が
な
い
時
に
、
そ
の
仏
祖
の

精
神
性
が
描
く
指
に
宿
り
、
聖
賢
を
描
く
こ
と
は
、
物
事
を
良
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
知

識
の
現
れ
と
語
ら
れ
て
い
る
。

重
要
な
点
は
、「
相
鑑
斎
」（
傍
線
部
④
）
と
い
う
絵
師
の
具
体
的
な
名
前
が
出
て
く
る

こ
と
で
あ
る
。
相
鑑
斎
は
、
江
戸
時
代
の
画
史
画
伝
に
そ
の
名
前
が
登
場
す
る
だ
け
で
、

実
際
の
作
品
も
な
く
、
存
在
自
体
も
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
江
戸
時
代

の
画
譜
を
見
る
と
、「
宦
南
」
と
い
う
印
字
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。『
古
画

備
考
』
に
は
「
相
鑑
」
と
読
め
る
印
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
相
鑑
と
名
乗
る
絵
師
の
作
品

が
幕
末
ま
で
は
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
）
63
（

。
ま
た
、『
増
訂
古
画
備
考
』
の「
金
玉

僊
」
の
項
目
に
は
、
宦
南
と
い
う
号
を
持
つ
人
物
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
彼
は
「
常
陽
」
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と
読
め
る
印
を
用
い
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
）
64
（

。
画
譜
の
共
通
点
な
ど
か
ら
、
大
石
利
雄
氏

は
、
相
鑑
斎
と
宦
南
の
同
人
説
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
）
65
（

。
雪
村
が
若
い
頃
に
い
た
正
宗
寺
に

宦
南
筆
「
飲
中
八
仙
・
西
園
雅
集
図
屛
風
」（
挿
図
8
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

雪
村
と
宦
南
が
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
本
屛
風
の
土
坡
や

人
物
の
像
容
な
ど
に
は
祥
啓
の
描
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
祥
啓
派
の
流
れ
を
汲
む
画

人
と
さ
れ
た
）
66
（

。
小
川
氏
は
、『
増
訂
古
画
備
考
』
所
収
の
「
官
南
印

梅
二
鶯
」
の
作
品

に
「
常
陽
」
の
陽
刻
瓢
印
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宦
南
が
常
陽
と
関
連
し
、
こ

の
屛
風
は
当
初
か
ら
正
宗
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
）
67
（

。

こ
こ
で
、
も
う
一
度
『
語
録
』
に
立
ち
返
り
た
い
。
相
鑑
斎
は
、「
常
陽
之
英
産
」（
傍

線
部
⑤
）
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。
た
だ
「
予
同
邦
同
其
郷
」
の
記
述
が
、
大
蟲
の
故
郷
と

さ
れ
る
常
陸
国
の
小
田
氏
の
支
配
領
域
を
指
し
て
い
る
の
か
は
解
釈
が
難
し
い
。
と
り
あ

え
ず
、相
鑑
斎
と
名
乗
る
絵
師
が
常
陽
の
生
ま
れ
で
あ
り
、永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
頃
に
、

絵
事
で
高
名
に
な
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
大
蟲
は
、
相
鑑
斎
が
描
い
た
「
出
山
釈
迦
」
や

「
渡
海
達
磨
」
の
絵
を
見
た
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら
は
、
相
鑑
斎
が
手
掛
け
て

い
た
画
題
に
つ
い
て
も
判
明
す
る
。

永
禄
十
年
は
、
赤
澤
説
で
は
雪
村
六
十
七
歳
に
あ
た
り
、
小
川
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

雪
村
が
三
春
と
会
津
を
行
き
来
し
て
い
た
七
十
代
後
半
の
時
期
に
あ
た
る
）
68
（

。
彼
ら
の
活
動

場
所
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
雪
村
は
、
興
徳
寺
に
お
い
て
相
鑑
斎
や
大
蟲
と
交
流
し
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
は
、
大
蟲
が
住
し
た
興

徳
寺
に
、
雪
村
の
布
袋
図
の
所
蔵
が
記
さ
れ
て
お
り
、
大
蟲
と
雪
村
が
何
ら
か
の
接
点
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
現
実
味
を
帯
び
る
。
相
鑑
斎
と
宦
南
が
同
一
人
物
と
仮
定
す
る
な
ら

ば
、
相
鑑
斎
と
雪
村
の
繫
が
り
も
、
正
宗
寺
と
い
う
常
陸
の
寺
院
で
結
び
付
く
。
彼
ら
の

足
跡
を
、
大
蟲
宗
岑
と
い
う
線
で
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、『
語
録
』
絵
の
精
神
性
を
絵
師
自
身
が
語
っ
て
い
る
点
も
画
僧
た
ち
の
作
為

を
示
す
例
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。「
吾
聞
語
於
画
師
」（
傍
線
部
②
）
の
記
述
か
ら
、
大

蟲
は
、
相
鑑
斎
か
ら
絵
の
精
神
性
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
雪

村
が
彼
ら
と
交
流
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
雪
村
画
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う

な
精
神
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

横
田
忠
司
氏
は
、
画
僧
の
制
作
態
度
に
つ
い
て
、「
修
禅
の
余
暇
に
心
を
絵
事
に
遊
ば

せ
る
」
と
い
う
こ
と
を
採
っ
て
い
た
と
考
察
す
る
）
69
（

。『
語
録
』
に
は
、
仏
祖
を
描
く
こ
と

は
心
を
「
空
寂
」
に
し
自
ら
の
指
に
宿
る
、
あ
る
い
は
聖
賢
を
描
く
こ
と
は
聖
賢
の
心
に

達
し
、
体
の
内
側
に
宿
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
③
）。
つ
ま
り
、
絵
師
の
制
作

態
度
や
意
識
で
は
な
く
、
描
く
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
心
理
的
作
用
が
強
調
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
の
言
葉
の
裏
に
は
、
制
作
や
鑑
賞
の
態
度
の
意
味
を
込
め
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、室
町
時
代
の
画
僧
の
修
禅
を
示
す
一
例
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
ろ
う
。

寒
山
・
拾
得
の
よ
う
な
聖
賢
に
、
源
豊
宗
氏
は
、「
世
間
の
物
欲
を
放
下
し
た
枯
淡
な
生

の
中
に
、
大
自
在
を
得
る
禅
的
生
活
理
念
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
た
）
70
（

。
こ
の
理
念

が
絵
画
の
ど
こ
に
表
象
さ
れ
て
い
る
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
答
え
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
。
近
年
、
禅
と
美
術
の
関
係
性
を
見
直
す
論
考
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、『
語
録
』
は
、

絵
画
に
お
け
る
禅
の
精
神
を
捉
え
直
す
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
）
71
（

。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
で
あ
っ
た
雪
村
の
伝
歴
に
つ
い
て
、
景
初
周
随
と
大
蟲
宗

岑
と
い
う
二
人
の
禅
僧
の
史
料
を
使
っ
て
、
線
を
繫
ぐ
べ
く
考
察
を
試
み
た
。
景
初
周
随

と
の
交
流
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
鎌
倉
の
地
で
は
な
く
、
す
で
に
雪
村
が
若
い
頃
の

常
陸
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
大
蟲
宗
岑
と
い
う
禅
僧
と
の
交

流
の
可
能
性
を
述
べ
、
彼
の
語
録
か
ら
相
鑑
斎
と
い
う
絵
師
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
紹

介
し
、
同
じ
正
宗
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
宦
南
（
相
鑑
斎
）
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
、
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大
蟲
の
記
録
か
ら
、
そ
の
交
わ
り
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
従
来
の
雪
村
研
究
で
は
、
雪

村
の
伝
歴
は
「
点
」
で
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
線
で
繫
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
二
人

の
禅
僧
の
記
録
か
ら
は
、
梅
隠
斎
、
僊
可
、
相
鑑
斎
と
い
っ
た
絵
師
と
の
交
流
を
推
測
で

き
、
彼
ら
を
結
び
付
け
た
の
は
、
臨
済
宗
幻
住
派
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
考
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

雪
村
が
憧
れ
た
と
さ
れ
る
復
庵
宗
己
は
、
鎌
倉
や
京
都
の
五
山
と
は
距
離
を
お
き
、
林

下
と
し
て
地
方
の
禅
宗
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
）
72
（

。
復
庵
の
下
に
は
、
月
菴
宗
光

（
一
三
二
六
―
八
九
）
や
白
崖
宝
生
（
一
三
四
三
―
一
四
一
四
）
の
よ
う
に
「
遍
参
遊
方
」

と
称
し
て
、
歴
参
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
雪
村
は
、
常
陸
や
会
津
、
小
田
原
、
鎌
倉
で

画
業
を
積
み
、
個
性
的
な
作
品
を
描
い
て
き
た
。
雪
村
は
、「
遍
参
遊
方
」
の
よ
う
な
幻

住
派
と
い
う
林
下
の
禅
僧
と
し
て
各
地
に
い
る
知
識
あ
る
禅
僧
と
会
う
こ
と
を
求
め
て
、

諸
国
を
遊
歴
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
フ
ォ
ー
ド
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
自
画

像
」
に
は
幻
住
派
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
今
後
は
、「
自
画
像
」
以
外
の
個
性
的
な
作

品
か
ら
も
幻
住
派
と
の
関
連
を
追
究
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

本
稿
は
、
雪
村
と
臨
済
宗
幻
住
派
の
関
係
に
つ
い
て
、
作
品
や
思
想
面
で
は
な
く
、
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
に
終
始
し
た
。
史
料
の
紹
介
に
紙
面
の
大
分
を
割

い
た
た
め
、
深
遠
な
臨
済
宗
の
表
面
を
な
ぞ
っ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
が
、
雪
村
研
究
の
見

直
し
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
）
橋
本
慎
司
「
雪
村
画
系
の
画
人
た
ち
」『
関
東
水
墨
画
―
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
国
書
刊
行

会
、
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
二
―
一
一
六
頁
。

（
2
）
衛
藤
駿
「
雪
村
―
東
国
の
画
人
―
」『
雪
村
―
常
陸
か
ら
の
出
発
―
』
展
図
録
、
茨
城
県
立
歴

史
館
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
頁
。

（
3
）
成
瀬
不
二
雄
「
雪
村
周
継
の
画
論
『
説
門
弟
資
云
』
に
つ
い
て
の
疑
い
」『
美
術
史
論
集
』
一
、

二
〇
〇
一
年
。
小
川
知
二
「
雪
村
の
画
論
『
説
門
弟
資
云
』
に
つ
い
て
」『
東
京
学
芸
大
学
紀
要

第
二
部
門
人
文
科
学
』
五
五
、二
〇
〇
四
年
（
同
氏
『
常
陸
時
代
の
雪
村
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
〇
四
年
に
所
収
）。

（
4
）
『
本
朝
画
史
』
を
著
し
た
狩
野
永
納
は
、
水
戸
徳
川
家
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
永
納
は
、

徳
川
光
圀
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
大
日
本
史
の
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
十
嵐
公
一

氏
は
、
こ
の
関
与
か
ら
『
本
朝
画
史
』
の
編
纂
に
大
日
本
史
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
る
（
五
十
嵐
公
一
「
狩
野
永
納
の
周
辺
か
ら
」『
塵
界
』
一
〇
、
一
九
九
八
年
、
八
七
―
九

二
頁
）。
現
在
、
雪
村
の
生
誕
地
は
、
常
陸
国
で
確
定
し
て
い
る
。『
本
朝
画
史
』
の
雪
村
生
誕
地

を
常
陸
と
す
る
記
述
は
、
水
戸
徳
川
家
が
雪
村
の
地
元
で
得
た
何
ら
か
の
情
報
を
基
に
書
か
れ
た

こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

（
5
）
福
井
利
吉
郎
「
雪
村
新
論
」『
岩
波
講
座
日
本
文
学
』
第
二
〇
回
配
本
、
一
九
三
三
年
、
四
一

頁
（
同
氏
『
福
井
利
吉
郎
美
術
史
論
集

中
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
九
年
に
所
収
）。

（
6
）
バ
ー
バ
ラ
・
Ｂ
・
フ
ォ
ー
ド
「
雪
村
周
継
の
画
像
」『
大
和
文
華
』
七
四
、
一
九
八
五
年
。

（
7
）
山
田
烈
「
上
野
・
下
野
に
お
け
る
雪
村
の
足
跡
」『
雪
村
―
奇
想
の
誕
生
』
展
図
録
、
東
京
藝

術
大
学
大
学
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
、
七
七
頁
。

（
8
）
前
掲
註
5
福
井
氏
論
考
。
赤
澤
英
二
『
雪
村
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
七

五
―
一
一
〇
頁
。
小
川
知
二
「
常
陸
の
雪
村
」『
常
陸
時
代
の
雪
村
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

〇
〇
四
年
、
四
七
頁
。

（
9
）
小
川
知
二
「
雪
村
の
生
涯
と
作
品
の
編
年
」『
常
陸
時
代
の
雪
村
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

〇
〇
四
年
、
八
九
―
一
一
九
頁
。

（
10
）
正
宗
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。『
正
宗
寺
』
正
宗
寺
文
化
財
保
存
協
会
、

一
九
八
三
年
。

（
11
）
赤
澤
英
二
「
正
宗
寺
藏
の
雪
村
筆
瀧
見
觀
音
圖
―
雪
村
と
佐
竹
氏
の
問
題
に
關
連
し
て
」『
国

華
』
一
〇
八
二
、
一
九
八
五
年
（
前
掲
註
8
に
所
収
）。

（
12
）
前
掲
註
8
、
赤
澤
氏
書
、
二
六
頁
。

（
13
）
坂
崎
担
編
『
日
本
絵
画
論
大
系
Ⅱ
』
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
、
三
四
二
頁
。

（
14
）
花
見
朔
巳
校
訂
『
新
編
会
津
風
土
記
』
第
一
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
七
七
年
、
二
九
一
頁
。
註
8

赤
澤
氏
書
、
二
六
頁
。

（
15
）
前
掲
註
14
『
新
編
会
津
風
土
記
』、
一
八
八
頁
。

（
16
）
坂
崎
担
編
『
日
本
絵
画
論
大
系
Ⅲ
』
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
、
一
二
五
頁
。

（
17
）
玉
村
竹
二
「
幻
住
派
の
導
入
と
法
系
の
大
変
動
」『
圓
覚
寺
史
』
春
秋
社
、
一
九
六
四
年
、
二

九
〇
頁
。

（
18
）
山
田
烈
「
古
河
公
方
と
室
町
水
墨
画
」『
日
本
美
術
襍
稿
―
佐
々
木
剛
三
先
生
古
稀
記
念
論
文

      



一
七

雪
村
周
継
と
臨
済
宗
幻
住
派

393

集
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
三
一
〇
―
三
一
一
頁
。
同
氏
「
雪
村
筆
孔
子
観
欹
器
図
小
考
」

『
東
北
芸
術
工
科
大
学
紀
要
』
一
五
、
二
〇
〇
八
年
。

（
19
）
川
本
慎
自
「
中
世
後
期
関
東
に
お
け
る
儒
学
学
習
と
禅
宗
」『
禅
学
研
究
』
八
五
、
二
〇
〇
七

年
。
同
氏
「
室
町
時
代
の
鎌
倉
禅
林
」『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
建
長
寺
―
宗
教
・
政
治
・
文
化
が

交
叉
す
る
禅
の
聖
地
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
三
〇
〇
頁
。

（
20
）
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。
松
谷
芙
美
「
雪
村
周
継
の
生
涯
と
作
品
（
二
）

小
田
原
・
鎌
倉
滞
在
期
「
瀟
湘
八
景
図
巻
」
を
中
心
に
」『
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

年
報
／
研
究
紀
要
』
二
五
、
二
〇
一
八
年
、
一
五
〇
頁
。

（
21
）
『
大
日
本
史
料

第
十
編
之
二
十
六
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、
五
〇
五
―
五
〇
八

頁
。

（
22
）
前
掲
註
3
、
小
川
氏
書
。
七
一
頁
。
月
航
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
を
参
照
し
た
。『
月

航
和
尚
語
録
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
）。

（
23
）
玉
村
竹
二
「
臨
済
宗
幻
住
派
」『
日
本
禅
宗
史
論
集

下
之
一
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
。

（
24
）
伊
藤
幸
司
「
博
多
聖
福
寺
と
臨
済
宗
幻
住
派
」『
日
本
最
初
の
禅
寺
―
博
多
聖
福
寺
』
展
図
録
、

福
岡
市
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
。

（
25
）
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
（
新
装
版
）』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
五
六
八
―
五

七
一
頁
。

（
26
）
前
掲
註
6
。

（
27
）
井
手
誠
之
輔
「
中
峰
明
本
自
賛
像
を
め
ぐ
っ
て
」『
美
術
研
究
』
三
四
三
、
一
九
八
九
年
、
一

〇
五
頁
。

（
28
）
前
掲
註
6
、
三
五
頁
。
張
玄
の
羅
漢
図
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
。
宮
崎
法
子
「
宋

代
佛
畫
史
に
於
け
る
淸
凉
寺
十
六
羅
漢
像
の
位
置
」『
東
方
學
報
』
五
八
、
一
九
八
六
年
、
二
一

三
―
二
一
四
頁
。

（
29
）H

elm
ut Brinker, C

h’an Portraits in a Landscape, Archives of Asian Art, 27, 1973-74, pp.13-

15.

（
30
）
赤
澤
英
二
「
三
春
の
雪
村
と
田
村
氏
」『
国
華
』
一
二
四
二
、
一
九
九
九
年
、
二
六
頁
（
前
掲

註
8
に
所
収
）。

（
31
）
前
掲
註
8
、
赤
澤
氏
書
、
二
五
頁
。
前
掲
註
3
、
小
川
氏
書
、
九
四
頁
。

（
32
）
玉
村
竹
二
「
幻
住
派
の
導
入
と
法
系
の
大
変
動
」『
圓
覚
寺
史
』
春
秋
社
、
一
九
六
四
年
、
二

九
〇
頁
。

（
33
）
伊
藤
幸
司
『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
二
九
五
頁
。

（
34
）
玉
村
竹
二
「
日
本
中
世
禪
林
に
於
け
る
臨
濟
・
曹
洞
兩
宗
の
異
同
―
「
林
下
」
の
問
題
に
つ
い

て
」『
日
本
禅
宗
史
論
集

下
之
一
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
三
四
頁
。

（
35
）
前
掲
註
34
、
一
〇
〇
三
頁
。

（
36
）
『
戦
国
武
将
小
田
氏
と
法
雲
寺
』
展
図
録
、
土
浦
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
。
な
お
、
こ
の

文
と
同
じ
も
の
が
、
次
に
採
り
上
げ
る
『
忍
斎
楽
水
道
人
口
号
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）
景
初
周
随
の
円
覚
寺
在
住
期
間
は
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
か
ら
同
五
年
（
一
五
三
六
）
と

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
円
覚
寺
の
歴
代
住
持
の
数
え
方
は
、
資
料
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
が
、
本
稿

で
は
玉
村
竹
二
『
圓
覚
寺
史
』（
春
秋
社
、
一
九
六
四
年
、
七
七
九
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
38
）
山
田
烈
「
雪
村
筆
叭
々
鳥
図
の
制
作
背
景
」『
東
北
芸
術
工
科
大
学
紀
要
』
一
二
、二
〇
〇
五
年
、

六
五
頁
。

（
39
）
川
瀬
一
馬
編
『
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶

の
水
図
書
館
、
一
九
九
二
年
、
三
〇
七
頁
。
本
書
は
、
川
瀬
一
馬
氏
が
「
関
東
諸
禅
僧
の
往
来
を

記
る
す
こ
と
多
し
。」
と
評
す
る
よ
う
に
、
室
町
時
代
末
期
の
禅
僧
の
動
向
を
知
る
重
要
な
史
料

と
言
え
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
本
書
に
注
目
さ
れ
た
研
究
は
な
く
、
今
後
の
詳
細
な
研
究
が
待
た

れ
る
。

（
40
）
前
掲
註
32
、
二
九
五
頁
。

（
41
）
前
掲
註
32
、
二
九
四
頁
。
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
林
宗
派
図
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
、
二

二
〇
頁
。
雲
如
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
を
参
照
。
自
筆
本
『
雲
如
和
尚
文
稿
』
一
般
財
団
法
人

石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵
。

（
42
）
景
初
周
随
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
判
明
し
て
い
な
い
が
、
本
史
料
か
ら
動
向
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
史
料
に
は
、
正
木
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
景
初
周
随
墨
蹟

江

湖
疏
」
の
本
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墨
蹟
は
、
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
に
書
か
れ
た

も
の
で
、円
覚
寺
一
五
〇
世
の
叔
悦
禅
懌
の
餞
別
の
一
軸
で
あ
る
。
次
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
墨
の
彩
―
大
阪
・
正
木
美
術
館
三
十
年
―
』
展
図
録
、
根
津
美
術
館
、
一
九
九
八
年
、
一
五
七
頁
。

（
43
）
前
掲
註
10
、
一
一
七
頁
。

（
44
）
相
澤
正
彦
「
祥
啓
様
式
の
型
5
―
書
斎
図
」『
関
東
水
墨
画
―
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
国
書

刊
行
会
、
二
〇
〇
七
年
、
一
四
六
―
一
四
七
頁
。

（
45
）
衛
藤
駿
『
相
阿
弥
／
祥
啓
』（
日
本
美
術
絵
画
全
集
六
）
集
英
社
、
一
九
七
九
年
、
一
一
九
頁
。

（
46
）
前
掲
註
18
、
山
田
氏
論
考
「
古
河
公
方
と
室
町
水
墨
画
」、
三
〇
七
―
三
〇
八
頁
。

（
47
）
相
澤
正
彦
「
祥
啓
と
そ
の
時
代
」『
関
東
水
墨
画
―
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
国
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
七
年
、
七
一
頁
。

（
48
）
衛
藤
駿
「
雪
村
筆
叭
々
鳥
圖
」『
国
華
』
一
〇
〇
五
、
一
九
七
七
年
、
三
二
頁
。

（
49
）
小
山
由
貴
子
「
作
品
解
説

古
天
明
十
王
口
釜
」『
雪
村
―
奇
想
の
誕
生
』
展
図
録
、
東
京
藝

術
大
学
大
学
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
、
二
一
〇
頁
。

（
50
）
広
瀬
良
弘
「
下
総
結
城
地
方
に
お
け
る
禅
宗
の
展
開
」『
禅
宗
地
方
展
開
史
の
研
究
』
吉
川
弘
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文
館
、
一
九
八
八
年
、
三
三
〇
―
三
三
一
頁
。

（
51
）
前
掲
註
3
、
小
川
氏
書
、
六
六
頁
。

（
52
）
梅
沢
恵
「
円
覚
寺
の
宝
物
を
め
ぐ
る
伝
承
と
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
―
仏
牙
舎
利
・
五
百
羅
漢
・
観

音
菩
薩
―
」『
鎌
倉
禅
林
の
美

円
覚
寺
の
至
宝
』
展
図
録
、
三
井
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
、

四
八
頁
。

（
53
）
朝
岡
興
禎
、
太
田
謹
編
『
増
訂
古
畫
備
考
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
〇
年
、
八
〇
八
頁
。
相
澤

正
彦
・
橋
本
慎
司
「
祥
啓
の
画
系
」『
関
東
水
墨
画
―
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
国
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
七
年
、
七
三
頁
。

（
54
）
根
津
美
術
館
の
本
田
諭
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
55
）
江
戸
時
代
の
画
譜
類
に
、「
常
州
水
戸
」
に
住
し
た
と
す
る
記
事
は
見
逃
せ
な
い
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
雪
村
の
出
身
地
で
あ
る
常
州
と
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
可
卜
」
印
を

持
つ
作
品
と
雪
村
画
を
比
較
す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
前
掲
註
13
、
三
六
二
頁
。

（
56
）
相
澤
正
彦
・
橋
本
慎
司
「
跋
陀
婆
羅
・
懶
瓉
・
六
祖
慧
能
」『
関
東
水
墨
画
―
型
と
イ
メ
ー
ジ

の
系
譜
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
二
頁
。

（
57
）
前
掲
註
3
、
小
川
氏
書
、
七
五
頁
。

（
58
）
松
田
奉
行
「
大
蟲
宗
岑
禅
師
讃
仰
」『
禅
学
研
究
』
三
七
、
一
九
四
二
年
。
前
掲
註
25
、
四
二

五
―
四
二
六
頁
。
清
宮
良
造
『
大
虫
和
尚
一
代
記
―
戦
国
時
代
の
禅
僧
』
大
虫
和
尚
顕
彰
会
、
一

九
九
五
年
。

（
59
）
室
町
時
代
後
期
の
関
山
派
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
前
掲
註
34
、
一
〇
三

五
頁
。

（
60
）
『
牛
久
市
史

中
世

記
録
編
』
牛
久
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
四
年
、
三
一
四
頁
。

（
61
）
入
矢
義
高
監
修
・
古
賀
英
彦
編
著
『
禅
語
辞
典
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
、
四
五
八
頁
。

（
62
）
横
田
忠
司
「
室
町
水
墨
画
に
お
け
る
画
僧
の
制
作
意
識
に
つ
い
て
―
と
く
に
愚
渓
右
慧
の
そ
れ

を
中
心
に
し
て
―
」『
多
摩
美
術
大
学
研
究
紀
要
』
二
、
一
九
八
五
年
、
七
四
頁
。

（
63
）
前
掲
註
53
『
増
訂
古
畫
備
考
』
六
六
二
頁
。

（
64
）
前
掲
註
53
『
増
訂
古
畫
備
考
』
一
七
三
七
頁
。

（
65
）
大
石
利
雄
「
宦
南
に
つ
い
て
―
正
宗
寺
藏
「
飮
中
八
仙
・
西
園
雅
集
圖
屛
風
」
を
中
心
に
―
」

『
国
華
』
一
二
三
五
、
一
九
九
八
年
。

（
66
）
前
掲
註
65
、
三
二
頁
。

（
67
）
前
掲
註
3
、
小
川
氏
書
、
七
二
頁
。

（
68
）
前
掲
註
3
、
小
川
氏
書
、
九
四
頁
。

（
69
）
横
田
忠
司
「
室
町
水
墨
画
に
お
け
る
画
僧
に
つ
い
て
―
そ
の
性
格
と
役
割
―
」『
宗
教
美
術
研

究
』
一
、
一
九
九
四
年
、
八
一
頁
。

（
70
）
源
豊
宗
「
禅
宗
美
術
と
し
て
の
墨
蹟
と
絵
画
」『
禅
と
芸
術
Ⅱ
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
、

二
一
八
頁
。

（
71
）
島
尾
新
「
絵
画
か
ら
見
た
禅
」『
禅
か
ら
み
た
日
本
中
世
の
文
化
と
社
会
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二

〇
一
六
年
。

（
72
）
前
掲
註
34
、
一
〇
〇
二
―
一
〇
〇
三
頁
。

〔
附
記
〕

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
六
日
に
東
京
文
化
財
研
究
所
で
お
こ
な
わ
れ
た
第
五
十
二
回
オ
ー

プ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
「
か
た
ち
か
ら
の
道
、
か
た
ち
へ
の
道
」
で
発
表
し
た
「
雪
村
周
継
と
臨
済
宗
幻
住

派
―
大
雄
山
法
雲
寺
を
起
点
に
―
」
を
も
と
に
、
そ
の
後
の
知
見
を
交
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
発

表
の
準
備
段
階
か
ら
栃
木
県
立
美
術
館
の
橋
本
慎
司
先
生
に
は
、
懇
切
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
表
終
了
後
に
は
、
河
合
正
朝
先
生
、
山
田
烈
先
生
、
古
田
亮
先
生
か
ら
も
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
ま

し
た
。
ま
た
、
史
料
の
翻
刻
に
際
し
、
一
般
財
団
法
人
石
川
武
美
記
念
図
書
館
の
佐
藤
祐
一
様
か
ら
ご

高
配
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
挿
図
出
典
〕

挿
図
1

筆
者
作
成

挿
図
2
『
戦
国
武
将
小
田
氏
と
法
雲
寺
』
展
図
録
、
土
浦
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年

挿
図
3
・
4
『
雪
村
―
奇
想
の
誕
生
』
展
図
録
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、
二
〇
一
七
年

挿
図
5

一
般
財
団
法
人
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
提
供

挿
図
6
・
7
『
関
東
水
墨
画
―
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
七
年

挿
図
8
『
関
東
水
墨
画
の
2
0
0
年
―
中
世
に
み
る
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
展
図
録
、
神
奈
川
県

立
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
三
年

（
み
ず
の

ゆ
う
じ
・
筑
波
大
学
芸
術
系
助
教
）

図

版

要

項

一

雪
村
周
継
筆

自
画
像
（
カ
ラ
ー
）

紙
本
墨
画
淡
彩

一
幅

縦
六
五
・
二
㎝

横
二
二･

二
㎝

奈
良

大
和
文
華
館
蔵

同
館
画
像
提
供

一

水
野
裕
史
「
雪
村
周
継
と
臨
済
宗
幻
住
派
」
参
照

図
版
は
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

      




